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第31号

12月現在 会員数

個 人： 76人

法 人： 1団体

2014年12月28日発行 題字：片山 雅子

今年も賑やかに開催しました

黒川 芳朝（かたつむり21会長）

今回は、来年がSG創立50周年にあたることもあって、「SG創

立50周年プレキャンプ」として開催しました。プログラムは例年

と変わりませんが、ナイトミーティングで『SG50周年をどうす

る？』をテーマに参加者一人ひとりから意見を求めました。

｢何かイベントのようなものを盛大に」とか「写真集や歴史のわ

かる記念誌づくり」、「新聞やTVを活用して対外的にアピール」な

どの声や、設立当初と現在では活動内容も変化しており、その違

いをしっかりと紹介して欲しいと言った貴重なものが多くありま

した。今後これらを踏まえ実行委員会で議論することになります。

参加者 総勢41名（これまでで最大規模）

・チャレンジド5名 ・かたつむり13名

・SG15名 ・ヘルパー1名 ・一般参加7名

主なプログラム

11月15日（土）

15：00 キャンプ場集合

15：30 旗揚げ

15：45 スポーツ大会
（カバディ･ボッチャ）

17：30 旗降ろし～夕食

20：30 キャンプファイアー

21：45 ナイトミーティング

（SG50周年をどうする？）

23：15 就寝

11月16日（日）

7：00 起床

7：30 旗揚げ～ラジオ体操

8：00 朝食

9：00 スポーツ大会

（ゲートボール･団体オセロ）

12：30 昼食

13：30 エキジビション･スポーツ

14：30 旗降ろし～残品オークション

15：30 撤収～帰路へ
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オータムキャンプに参加して①

僕には大切な場所

野村 俊介（チャレンジド）

オータムキャンプは、僕にとって大

切な場所です。懐かしい仲間に会える

大切な場所。彼らに会うたびに元気を

もらい、また明日から頑張ろうとリフ

レッシュすることができます。

サービスグループとの出会いはとても大きなものでし

た。キャンプへの参加は、消極的だった僕を大きく変え

てくれたのです。そんなグループに出会えて本当に良か

ったと思いますし、感謝の気持ちでいっぱいです。もっ

と早くから参加しておけば良かったと後悔するほどです。

もし参加を迷っている方がいるのなら、是非おすすめし

たいです。

今回のキャンプでは、天候にも恵まれ、外でのアクテ

ィビティを存分に楽しむことができました。バーベキュ

ーやお鍋でほっこりしたり、スポーツ大会で汗を流した

りしました。どれも素敵な思い出です。

オータムキャンプに参加して②

いい経験になりました

井上 ことみ（SG）

今回、私は初めてオータムキャン

プに参加させて頂き、たった２日間

とはいえ、たくさんの不安がありま

した。しかし、周りのリーダーの方

の支えやチャレンジドのみんなの笑顔を見て、自分がで

きることを精一杯頑張ろうと思いました。

一緒にご飯の下準備をしたり、ゲームをしたりお話を

したりとだんだん距離が近づいているなと実感し、嬉し

い気持ちになりました。だんだんとみんなが一つになっ

て一緒に楽しむことができました。

山の中だったので気温が低く、とても寒かったのでチ

ャレンジドのみんなが風邪をひかないように気をつけ、

バリアフリーがないところだったので、よく周りを見て

気配りを忘れないことを改めて注意しました。

キャンプを楽しむ上で、一人では成り立たないのでみ

んなで協力することは大切だと思ったし、このようなこ

とがあるということをもっと世間の人に知ってもらい、

チャレンジドを含めたくさんの方々とイベントをして一

緒に楽しめたらなと思います。

オータムキャンプに参加して③

ファイアーが素敵！

椋本 紀子（チャレンジド）

11月15日に初めてキャンプに参加

しました。人見知りな私は、どんな

人達がいるのかなぁ、みんなと仲良

くなれるかなぁ、と不安な気持ちで

一杯でした。でも行ってみるとみんなとても良い人ばか

りで親切にしていただいて、感謝しています。

1日目、初めて見たキャンプファイアーはとても綺麗

で感動しました。２日目はみんなで、カバディゲーム、

ゲートボール、オセロ、いろんなゲームをしました。

ゲームが得意な私は、みんなでゲームをしたことが 一番

楽しかったです。

オータムキャンプに参加して④

びっくりの連続

谷垣 義人（SG）

数年ぶりにオータムキャンプに参加

して、先ずは知らない人の多さにびっ

くり、そして仲良く打ち解けるまでの

早さにびっくり、（毎年のことでしょ

うが）食事の豪華さにびっくりと驚きの連続でした。

また、レクリエーションはカバディ、ゲートボール、

オセロなど体を動かすものから頭を使うものまでありと

ても楽しめました。ＰＤやキャンプ長はもちろん食堂さ

ん、プロパさん等々、お疲れ様でした。

大阪から遠く離れた田舎に住んでいるためなかなか行

事に参加できませんが、このキャンプを機に少しでも参

加を増やそうと思っていますのでよろしくお願いします。

2日間本当にありがとうございました。



SG の

ページ
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※ 行事等の返信はがきで寄せられ会員

の動静やメッセージ の一部を抜粋し

ました。 （順不同･敬称略）

西川 定男/千恵子（大阪市城東区）

4月に大阪市旭区から城東区へと引越

[注] 数字は参加者数

* Cha：チャレンジド

* He：ヘルパー

* Le：リーダー

* PDは全員大阪行岡医

療大学の学生
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※ 行事等の返信はがきで寄せられ会員の動静やメッセージ

の一部を抜粋しました。 （順不同･敬称略）

西川 定男･千恵子（大阪市城東区）

この4月に住み慣れた旭区から城東区へとやっと引越し、

今は便利なところで穏やかに過ごしています。80歳を過

ぎてからの転居はしんどかったですが、寝込みもせず二

人とも元気にしており、周りの人と馴染むように努力し

ています。

大西 聖冶（徳島･東みよし町）

第30号トップの笠尾さんの記事を読ませて頂いて、懐か

しいやら励まされるやらで、何故か胸が熱くなりました。

私は変わりありません。

片山 雅子（兵庫･川西市）

職場の人員不足が改善されず、と言うより拍車がかかり

こき使われています。定年の60歳まで自信がなくなりか

けています（体力的に）。皆さんの顔を見てホッとしたい

心境ですが、休めない状況で行事への参加が適いません。

村瀬 つぐみ（高槻市）

木々が色づくのを見ながら、運動会だ！バザーだ！とバ

タバタ過ごしています。キャンプにはいい季節ですね。

清石 和子（寝屋川市）

次女の真代(まさよ)が出産し、赤ちゃんが栃木の宇都宮

に帰ったと思うと、兄が入院。なかなか自由にはなりま

せん。

古松 恵美子（東大阪市）

パソコンが壊れ、これからも必要なのか考えたあげく、

タブレットを購入しました。無線がまだ使えず、インタ

ーネットにアクセスできません。インターネットが使え

ないと不自由だとつくづく痛感しました。

浅利 日出子（岸和田市）

皆さま方に宜しく。これからの人生を楽しく有意義に送

ろうと頑張っています。

2015年 SG／かたつむり21合同新年会 開催のお知らせ

SG50周年･節目の年の幕開けを賑やかに！

毎年お正月の恒例行事「合同新年会」のご案内です。SG創立50周年を迎え活動のさらなる飛躍を願って、

SG現役メンバーとかたつむり21会員、並びにご支援下さっている皆さま方にお集まり頂き、新年会で盛り上

がりましょう！カラオケや『お楽しみビンゴゲーム』（景品は参加者全員に当たります）などで皆で賑やかに

やりたいと思います。

SG活動やかたつむり21にご関心をお持ちの方も是非お誘い下さい。大勢の参加をお待ちしております。

・日 時：2015年1月18日（日） 午後5時30分 ～ 午後8時頃

・ところ：パーティースペース「Morishita」北新地（電話：06-6344-8544）

・参加費：かたつむり21会員 4,500円 一般参加者（有職者）4,000円

SGメンバー（有職者）3,000円 （学生）1,000円 ＊高校生以下 無料

チャレンジド 1,000円 ヘルパーさん 2,000円

◆ 準備の都合がありますので、参加される方はご連絡下さい。

・メール：qmdtj092@ybb.ne.jp（かたつむり21） sg21smc@yahoo.co.jp （SG）

・事務局･電話／Fax：06-6264-1919 参加締め切り 2015年1月12日

◆ お問い合わせ：かたつむり21事務局長 松木彰造まで（携帯：090-9692-8406）

・申し込み：案内状添付の返信用はがき、事務局宛のFAX・メールでご連絡下さい

会 員 短 信

編集後記

2015年秋にSG創立50周年を迎えます

が、それに先立って、プレイベントとして

実施したオータムキャンプは多くの方々に

参加して頂き成功裡のうちに終えることが

できました。そして、年明けから50周年

に向けての具体的な取り組みを検討しなければなりませ

ん。皆さんのご協力をお願い致します。 （松木）


